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解答⼜は解答例及び出題意図 
（試験問題⾃体を公開しない場合はその理由を示すこと） 

【出題意図】 
学部の経済学で学習する独占的競争や差別化された財の生産に関する問題を出題した。出題の意
図は主に３つあり、第1に、ミクロ経済学を網羅的に学習しているかを確認すること、第２に、マ
クロ経済学及びミクロ経済学で登場する企業の利潤最大化問題を記述し解くことができるかを確
認すること、第3に、学部水準で学習する企業の利潤最大化の条件を理解しており、その知識を用
いることができるのかを確認すること、である。 

【解答例（採点時の観点）】 
問1   
数式を日本語で分かりやすく説明できるのかを確認する問題である。具体的には以下の2つの
内容の記述があるかを確認した： 
・生産関数が中間財を投入し集計して最終財が作られる旨の説明を分かりやすく書くことがで
きているか
・また、単純に中間財を集計するのではなく、中間財それぞれを重みづけして合計してから、
再度重みづけしなおしている点を説明しているか

問2   
利潤最大化問題を定式化し解くことができるのかを確認する問題である。また、生産関数の形
状について説明することができるのかについても確認する問題である。 
・利潤最大化問題の記述では、max PY-P(i)Y(i)やmax PY-∫P(i)Y(i)diを書くことができてい
るかが採点の基準となる。
・1階の条件については、上述の利潤PY-P(i)Y(i)に最終財企業の生産関数を代入してから、
Y(i)で微分してイコールゼロとし、P Y1/θY(i) -1/θ-P(i)=0または同じ内容の式を導出すること
ができたかが採点の基準となる

問3   
利潤最大化問題を定式化し解くことができるのかを確認する問題である。 
・利潤最大化問題の記述では、max P(i)Y(i)-mcY(i)を書くことができているかが採点の採点
の基準となる
・1階の条件については、上述の利潤に問2の1階の条件式を代入しP(i)で微分してイコールゼ
ロとし、P(i) = θ/(θ-1)mcまたは同じ内容の式を導出することができたかが採点の基準とな
る



 
問4   
数式を日本語で分かりやすく説明できるのかを確認する問題である。またミクロ経済学で学習
する、価格が1 単位当たりの費用(または限界費用)に等しいという点と対比し、例えば価格上
乗せ分を排除するような何らかの課税政策等の例を示すことができるかを確認する問題であ
る。 
 
問5   
差別化された財の生産に関するミクロ経済学の知識等を説明できるかを確認する問題である。
差別化された財の価格の影響が完全競争市場とどのように異なるのか、例えば、価格への上乗
せによって完全競争市場より高い価格になる等について説明することができるのかを確認する
問題である。 




